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③ 選イス…類から手へとま脚t ttt師¬〈

業員の■寺裂教るゃ了に畜け継が入ることを進重負という。
社物 は 自夕自身とは晴F Flし '牛寺イ数をtっ 巧=■

を石:摯 してし|く 。

注午切の tフ 量童イスオヽ青幸【 竃 半■,■ し17 
ノガ了 t  ( D 人/ 八 ) と

し` フ 。

④ 4｀三 常 性
… 物 のす軍at繊 確 っКけパ札

タト培『の多%夕資ハ・稜イとし・ t 牲4物 のイ本内ザぞ埃 |よ lal~t″ 一定l■
イ粂た人る。 このよ口ご杵 箕t(小ミ常機 )と ぃう。

ウイ|レス

レ |レ■ |ま (壇 仁 )物 業 と互代■ ずも
｀
)(タン′ヾηT)の 設 が 公来て

お り、  でQ,vA■たはRNAt tつ )ル酸
(な』月に )iい IJな し|. 集口丹仁貿 ttた なしヽたい (イ11言射 )は イ7″ す|
tを 定 tぅ ろ場 信 は 柱せた 紳月て肉に 入り その知度 の基 遊 ヤ増

'分

:

t朱 lヽnぅ る。

盗an■ 合` 言射 活ィス /卜亘悌4生

ワイ |レ ス ■よし 十よし 物 リ 偲 し

紬 ち あり ち リ あ り つあり
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